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市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1

5
5
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

85
1
7
7
1
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
85
5
7
2
0
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
85
2
1
3
7
）

め
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
平
成
28
年

3
月
ま
で
の
各
月
の
雇
用
障
害
者
数

な
ど
を
把
握
・
確
認
す
る
な
ど
、
申

告
・
納
付
に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

北
海
道
高
齢
・
障
害

者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
011

－

200

－

6
6
8
5
）

る
方
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
調
査
票
の
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
、
調
査

内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
3
0
）

　

平
成
27
年
4
月
か
ら
、
常
時
雇
用

し
て
い
る
労
働
者
数
が
100
人
を
超
え
、

200
人
以
下
の
中
小
企
業
事
業
主
の
方

も
納
付
金
の
申
告
が
必
要
と
な
る
た

　

市
・
道
民
税
（
第
4
期
）
、
国
民

健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第
8
期
）
、

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
7
期
）
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
第
7
期
）
の
納
期
限
は
2
月
2
日

㈪
で
す
。

　

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

　

平
成
27
年
2
月
１
日
現
在
で
、
全

国
一
斉
に
2
0
1
5
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の

政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
5
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
る
大
切
な
調
査
で
す
。

１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い

　

１
月
１
日
㈭
か
ら
『
ビ
デ
オ
（
Ｖ

Ｈ
Ｓ
）
テ
ー
プ
』
、
『
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
』
の
分
別
が
『
燃
や
せ
な
い

ご
み
』
に
変
わ
り
ま
す
。
『
燃
や
せ

な
い
ご
み
袋
』
（
青
色
）
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9

5
8
）

『
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
』
の

対
象
事
業
主
が
拡
大
さ
れ
ま
す

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

2
0
1
5
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

ご
み
の
分
別
が
変
わ
り
ま
す

　市民プール行きの往復バス料金
と入館料を合わせた『市民プール
バスパック』を販売しています。
▶バスの利用区間
千代の台線
•上鷲別入口～市民プール前
郊外線
•鷲別～クリンクルセンター前
•汐見坂～クリンクルセンター前
• 登別温泉ターミナル～クリンクルセン
ター前
▶ パック券販売所　市民プール、鷲別公
民館、市役所内母子会売店、市民会館、
道南バス若山営業所、道南バス登別温
泉ターミナル、川西燃料店

※ 鷲別方面は鷲別・上鷲別入口、登別方
面は汐見坂、登別温泉方面は登別温泉
ターミナルを起点とします。
※ パック券の利用は、市内からの乗車に
限ります。バスを乗り継ぐ場合は、利
用できません。
問い合わせ　社会教育グループ
 （☎88１１２９）

▶パック料金 （単位：円）

区　分 乗車区間
運賃＋入館料

通常料金 パック料金
一　般

鷲別方面、　
登別方面～　
市民プール、
クリンクルセ
ンター前　　

1,120 900

65歳以上 920 700

高校生 820 600

中学生 720 500

小学生 420 300

一　般

登別温泉方面
～市民プール、
クリンクルセ
ンター前　　

1,420 1,000

65歳以上 1,220 800

高校生 1,120 700

中学生 1,020 600

小学生 560 350

市民プールバスパック
をご利用ください
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

くらしのガイド



間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い

る
方

登 

録
方
法　

郵
送
さ
れ
た
申
請
書
を

１
月
10
日
㈯
ま
で
に
農
業
委
員
会

事
務
局
に
持
参
ま
た
は
郵
送

※ 

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
と
き
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

 

（
☎
85
9
1
9
0
）

（
事
業
用
の
資
産
）
も
固
定
資
産
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
償
却
資
産

を
お
持
ち
の
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

※ 

市
は
12
月
中
旬
に
申
告
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
が
、
お
手
元
に
届
い

て
い
な
い
場
合
や
不
明
点
が
あ
る

場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
5
5
）

設 

置
場
所　

北
海
道
中
小
企
業
課
内
、

胆
振
総
合
振
興
局
商
工
労
働
観
光

課
内

日
時　

開
庁
日
の
9
時
〜
17
時
30
分

受 

付
内
容　

中
小
企
業
者
等
の
経
営

に
関
す
る
相
談
、
中
小
企
業
者
等

の
金
融
に
関
す
る
相
談
な
ど

問 

い
合
わ
せ　

胆
振
総
合
振
興
局
商

工
労
働
観
光
課
（
☎
㉔
9
5
9
0
）

　

平
成
27
年
度
の
償
却
資
産
（
固
定

資
産
税
）
の
申
告
期
限
は
、
2
月
2

日
㈪
で
す
。

　

土
地
や
家
屋
の
ほ
か
、
償
却
資
産

　

中
小
企
業
者
の
経
営
の
安
定
を
図

る
た
め
、
北
海
道
庁
と
各
総
合
振
興

局
に
相
談
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

対 

象　

１
月
１
日
現
在
、
登
別
市
に

住
所
が
あ
り
、
3
月
31
日
現
在
20

歳
以
上
の
方
で
、
次
の
①
か
ら
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

① 

面
積
30
㌃
以
上
の
農
地
で
耕
作
の

業
務
を
営
む
方

② 

①
の
方
と
同
居
し
て
い
る
親
族
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方

③ 

面
積
30
㌃
以
上
の
農
地
で
耕
作
の

業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組

合
員
ま
た
は
社
員
で
、
原
則
、
年

　

室
蘭
工
業
大
学
で
学
ぶ
中
国
・
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
か
ら
の
留
学
生
、

温オ
ン

都ド
ゥ

日リ

格ガ

さ
ん
、
李リ

コ
ウ

さ
ん
、

ノ
ー諾
敏ミ

ン

さ
ん
が
、
出
身
地
の
紹
介
や
日
本
で

の
暮
ら
し
、
学
生
生
活
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

日
時　

１
月
20
日
㈫
18
時
〜

場
所　

市
民
会
館

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

申 
し
込
み　

１
月
16
日
㈮
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
85
1
1
2
2
）

日 

時　

１
月
13
日
㈫
15
時
30
分
〜
16

時
30
分

場
所　

ト
ラ
イ
ア
ル
登
別
栄
町
店

問 

い
合
わ
せ　

健
康
推
進
Ｇ

（
し
ん
た
21
内
・
☎
85
0
1
0
0
）

１
月
は
償
却
資
産
（
固
定
資

産
税
）
の
申
告
月
で
す

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
対
策
経
営
・
金
融

特
別
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

国
際
理
解
講
座
を
開
講
し
ま
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平成平成２６２６年度 交通安全標語入賞作品年度 交通安全標語入賞作品
　登別市老人クラブ連合会は、高齢者の交通安
全への関心を高め、自己啓発を図るため、交通
安全標語を作成しています。

登別市長賞
•運転は　ゆずる余裕と　待つ余裕
 （鷲六会・佐

さ

々
さ

木
き

　稔
みのる

）
•飲酒運転　事故を起せば　皆不幸
 （鷲楽会・江

え

川
がわ

　光
みつ

子
こ

）
•止めようね　わき見携帯　飛ばしすぎ
 （平寿会・玉

たま

田
だ

　二
ふ

士
じ

男
お

）
•危いぞ　スマホ見るより　前を見れ
 （鷲楽会・葛

か

西
さい

　知
とも

久
ひさ

）
登別市交通安全協会長賞

•軽く飲む　その一杯が　重犯罪
 （鷲楽会・城

じょう

地
ち

　正
まさ

隆
たか

）
•事故のもと　夜の無灯火　自転車で
 （緑寿会・細

ほそ

野
の

　クニヱ）
•夕暮れは　光るライトと　目立つ服
 （永楽会・髙

たか

野
の

　真
しん

一
いち

）
登別市老人クラブ連合会長賞

•反射板　つけて安心　夜の道
 （新寿会・髙

たか

橋
はし

　義
よし

昌
まさ

）
•自転車も　乗ればドライバー　気をつけて
 （鷲老会・中

なか

野
の

　ヒサ子
こ

）
•お父さん　事故なく帰る　待つ家族
 （富士の白雪会・横

よこ

澤
ざわ

　彦
ひこ

弘
ひろ

）
▶問い合わせ　市民サービスグループ
 （☎85２１３９）
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